


　『まいぶん（埋文）』とは、埋蔵文化財のことで、文字が示しているよう

に土地に埋まっている文化財という意味です。 

　文化財と言えば、建造物、美術品、史跡など種類はたくさんありますが、

『まいぶん』もそんな文化財の仲間の一つです。 

一
つ
は
、
遺
構
で
す
。
住
居
跡
（
竪
穴
式
住
居
な
ど
）、

お
墓
（
古
墳
な
ど
）、
そ
し
て
、
土
岐
市
に
多
く
残
っ
て

い
る
窯
跡
な
ど
の
動
か
す
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
す
。
 

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
や

乙
塚
古
墳
、
段
尻
巻
古
墳
も
実
は
『
ま
い
ぶ
ん
』
な
の

で
す
。
 

　発掘調査によって発見される遺構や遺物から読み取る

ことができるさまざまな情報が、当時の人々の生活の様

子や文化などを伝えてくれます。 

も
う
一
つ
は
、
遺
物
で
す
。
昔
の
人
が
使
っ
て
い
た

も
の
（
石
器
、
土
器
、
木
製
品
な
ど
）
で
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
 

土
岐
市
で
は
、
窯
跡
か
ら
た
く
さ
ん
の
陶
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
美
濃
陶
磁
歴
史
館

で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

い
　

こ
う
 

い
　
ぶ
つ
 



それでは、『まいぶん』によって何が分かるのでしょうか。 

やきもののまち土岐市には、たくさんの窯跡があり、それらを調査することで窯業の歴史が解き明かされてきました。 

今回は、平成16年度に行われた村跡（肥田浅野元町）の発掘調査から分かったことを紹介します。 

村跡と書きましたが、もちろん調査前は水田が広がっており、何が埋まっているかは分かりませんでした。 



　ここまで紹介してきた『まいぶん』ですが、土

の中に埋まっているので普段は、人の目に触れる

ことはありません。そのため、工事などによって

知らないうちに破壊されてしまう恐れがあります。 

　教育委員会では、市内をくまなく歩いて遺物が

落ちているか確認したり、地元の方に話を伺った

り、文献を調べたりして得た情報をもとに、『ま

いぶん』が埋まっている可能性がある地域を遺跡

台帳に登録し遺跡地図を作りました。 

　『まいぶん』は、昔の人の生活の営みや文化を物語る大変貴重な資料です。 
　この貴重な文化財を守るために工事などの際は、埋蔵文化財の有無を確認してください。 

古
い
絵
図
や
文
献
か
ら
、
近
く
に
街
道
が
あ
り
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
 

左
の
図
は
、
江
戸
時
代
の
浅
野
村
の
絵
図
で
す
。
 

調
査
地
の
辺
り
に
は
、
生
け
垣
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

 遺
構
・
遺
物
や
絵
図
な
ど
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
は
、
当
時
の
様
子
を
再
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

 水
田
が
広
が
る
農
村
地
帯
の
中
に
広
葉
樹
林
や
松
林
が
あ
り
、
懐
か
し
い
里
山
の
風
景
が
広
が
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

そ
こ
に
生
け
垣
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
が
建
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
屋
敷
に
は
、
農
村
で
あ
り
な
が
ら
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
裕
福
で
教
養
の
あ
る

人
物
が
住
ん
で
い
て
、
お
客
さ
ん
を
も
て
な
す
た
め
に
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
た
茶
道
具
を
使
っ
て

お
茶
を
た
て
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 


